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幸
三
上
丈
去
コ
守
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〉
J
h
俄
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二
よ
っ
て
む
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A
Y
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ノ
づ
ら
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円
ヴ
ノ
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レ
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ノ
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z
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ノ
イ
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j
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い
わ
ば
機
関
的
な
も
の
に
す
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で

あ

る

。

ハ

こ

れ

を

後

の

越

の

、

制

服

を

採

用

し

た

例

⑥

と

併

せ

る

と

、

こ

の

周

子

の

い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
つ
)

さ
て
、
こ
れ
ら
夢
説
話
等
か
ら
推
す
と
、

す
る
神
の
存
在
は
認
め
る
が
、
そ
の
怠
志
は
不
可
知
の
も
の
と
し
て

み
た
り
、
人
的
権
威
つ
ま
り
君
、
王
他
人
は
軽
視
し
た
り
し
た
も
の
と

見
倣
す
こ
と
が
出
来
る
~
J

そ
し
て
、
武
力
霊
視
の
傾
向
と
も
相
関
連

し
て
、
一
応
、
あ
る
が
ま
ま
の
社
会
を
、
神
意
の
あ
ら
わ
れ
と
見
て

重
視
し
、
か
っ
、
特
に
当
面
の
現
状
社
会
を
牛
耳
る
組
織
的
権
力
に

不
可
思
議
な
神
的
威
力
'
を
見
出
だ
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
も
の
と
、

見
倣
さ
れ
る
の
で
あ
る
心
こ
れ
は
、
魯
・
宋
に
お
い
て
、
天
・
神
山
町
…

に
基
づ
く
と
し
@
道
徳
等
、
鮮
に
お
い
て
、
人
間
的
結
数
、

背
に
お
い
て
、
一
泊
、
奈
に
お
い
て
、
君
主
の
意
志
を
そ
れ

ぞ

れ

重

視

し

々

と

、

大

き

く

趣

を

異

に

し

て

い

る

ト

ι
久ノ
C

単
な
る
偶
然
と
見
倣
せ
な
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上
の
如
き
可
知
の
神
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窓
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中
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し
て
の
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人
生
並
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に
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対
す
る
理
会
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し
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さ
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に
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野
な
武
力
ん
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始
し
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処
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け
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け
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/
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狭
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て
い
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、
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収
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一
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襲
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椴
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流
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故
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不
荷
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以
古
制
公
者
、
不
持
。
係

法
九
/
~
功
、
不
足
以
内
位
。
松
古
之
原
、
不
足
以
制
公
。
子
不
及
也
υ

ー」
1
し

遂
初
版
招
騎
射
。
!
…

ω一
行
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の
如
き
、
初
給
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用
の
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度
に
、
そ
の
一

土
ル
凡
打
ふ
み

端
な
一
窺
う
こ
と
が
山
米
ょ
う
。
〉
さ
ら
に
、
こ
の
越
地
を
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配
し
た
松

氏
一
族
は
、
か
つ
て
汚
の
制
覇
・
守
業
に
寄
与
し
た
必
一
夜
・
路
間
・

越
街
子
ら
の
後
商
と
い
う
添
い
関
係
、
が
存
す
る
心
こ
の
他
、
続
済
的

特
性
も
普
代
と
大
授
は
見
ら
れ
ず
、
従
っ
て
、
強
悶
背
の
主
要
精
神

は
そ
の
ま
ま
越
に
伝
わ
り
、
組
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精
神
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し
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よ
い
よ
そ
の
特
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な
濃
く
し
た
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れ
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の
で
あ
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・
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あ
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。
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勺℃、ょ、フ

き
れ
ば
、
先
に
指
摘
し
た
依
子
忠
似
の
特
色
、
例
え
ば
、
社
会
を

説
し
、
事
物
の
自
然
を
鵠
神
話
す
る
態
度
で
あ
っ
た
こ
と
の
如
き
は
、

こ
こ
で
改
め
て
納
得
、
が
ゆ
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
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わ
ゆ
る
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道
…

の
論
究
に
お
い
て
、
老
荘
の
そ
れ
に
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し
、
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や
出
版
的
気
配
が
感

じ
ら
れ
た
所
以
も
、
納
得
が
ゆ
く
の
で
あ
る
ψ

さ
ら
に
ま
た
、
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治

上
佼
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す
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に
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だ
あ
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が
ま
ま
の
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気
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さ
れ
て
く
る
の
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あ
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あ
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右
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あ
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。
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さ
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す
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あ
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。
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流
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な
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取
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取
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ほ
)
と
詳
し
た
の
は
、

て
く
る
の
で
ふ
め
る
。

な
お
、
か
か
る
地
域
で
の
主
な
人
物
と
し
て
は
、
佐
に
例

子
も
あ
げ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
む
こ
の
初
子
は
、
よ

り
も
時
代
的
に
遅
れ
、
か
っ
そ
の
学
必
は
、
伝
統
的
色
彩
(
彼
の
場
合

は
い
わ
ゆ
る
係
山
本
〉
の
淡
い
思
想
家
と
日
せ
ら
れ
る
J

わ
の
で
あ
る
t

併

し
な
が
ら
、
彼
の
思
想
に
は
、
例
え
ば
、
一
大
と
人
事
と
を
切
り
縦
し

た
り
、
性
右
怒
と
強
調
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
法
を
も
勢
を
J
U
配
慮

し
た
り
す
る
な
ど
、
多
分
に
独
自
的
色
彩
J
b
見
受
け
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
f
J

き
て
、
こ
の
よ
う
な
特
色
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る

五
荘
思
位
、
あ
る
い
は
現
実
批
判
仰
の
影
響
な
ど
、
が
、
そ
の
所
以
を
成

し
た
か
の
よ
う
で
も
あ
る
り
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こ
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で
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一
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の
見
地
か
A

り
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れ
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、
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次
の
よ
う
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れ
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①
ま
ず
、
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労
品
、
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配
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れ
た
の
は
、
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述
の
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き
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と
し
て
の
地
域
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神
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の
ま
ま

が
、
つ
よ
く
働
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た
こ
と
に
あ
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と
弓
え
よ
う
心
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②
次
に
、
性
が
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と
さ
れ
た
り
、
)
心
人
怠
、
か
人
心
恥
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
り
し
た
の
は
、
基

調
た
る
地
域
の
流
変
的
怠
識
が
考
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さ
れ
つ
つ
、
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い
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的
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化
主
義
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持
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計
ら
れ
た
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わ
れ
る
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性
合
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す
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す
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す
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あ
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す
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